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平成２７年中の高齢者（６５歳以上）が自動車（原付含む、特殊車を除く）を運転

中に第１当事者となった事故の件数は９０２件（－８７件）と減少しましたが、それ

により亡くなった方は２３人（前年比＋５人）と増加しました。 

 

…が特に目立ちます 

動く物を見る、または動きながら見る｢動体視力｣は、 

静止視力の６０％程度しかないと言われています。 

また、動体視力は４０歳代後半で衰え始め、加齢に伴

い急激に低下します。しかも、自分の車のスピードが速く

なるにつれ、動体視力は低下するので相手を見落とした

り、見誤ったりする危険が高くなり、交通事故につながっ

てしまいます。 

…前をよく見ていない 

相手の動静をよく見ていない 

ブレーキ操作不適などが目立ちます 

なるほど！ 
一時停止標識や信号

の識別が遅れたり、 

見誤ったりしやすい 

のだなぁ 
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交通安全教育車              を紹介します！ 

 
施設の窓口で掲示するなど、必要な方々にご覧いただけるようご協力ください。 

滋賀県警察本部交通企画課 高齢者交通安全推進室 ふれあいチーム 
TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 

運転操作検査 
運転・歩行能力診断 
動体認知診断…動く物をいち早く、正確に認知する視覚機能をチェック 
視野診断計…両目で見える範囲を診断 

…ドライバー・歩行者に必要な認知力・判断力・

動作力・瞬間記憶力を診断 

老人会で申し込みしてみよう！ 
皆が自分の身体的機能を自覚し

たら、高齢ドライバーの事故も減

るのでは… 

交通安全教育車の出動をご希望の

方は、各警察署の交通課にお申し 

込みください 

…ドライバーに必要な身体的機能をチェック

（アクセル・ブレーキ操作など） 

 交通安全教育車｢近江ふれあい号｣は、各種の適性診断を通して日常生活で必要な身体的機

能を知っていただき、交通事故を防止することを目的としています 

『近江ふれあい号』 

※｢近江ふれあい号｣の車体の大きさは◆高さ３２８㎝◆長さ７５５㎝◆幅２２２㎝です。 
お申し込みの場合、駐車可能な駐車場又は敷地及び通行可能な進入路（道幅）が必要です。 

 
 

  
◆知らない人に、現金を「送らない」！ 

◆知らない人に、現金を「振り込まない」！ 

◆知らない人に、現金を「手渡さない」！ 
      
       お金に関する電話やメールがあれば 

慌てて振り込まず、必ず家族や警察に 

相談しましょう。 

 


